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まちの話題

　

東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ

の
宮
本
慎
也
選
手
と
村
田
正
幸

選
手
が
、
１
月
15
日
、
島
の
野

球
少
年
た
ち
が
迎
え
る
中
、
与

論
空
港
に
降
り
立
ち
ま
し
た
。

　

翌
日
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
た
「
ふ
れ
あ
い
野
球

教
室
」
に
は
、
こ
の
機
会
に
プ

ロ
の
指
導
を
受
け
よ
う
と
、
小

学
生
・
中
学
生
、
一
般
の
方
が

多
数
集
ま
り
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
ボ
ー
ル
の
投
げ

方
や
打
ち
方
な
ど
、
丁
寧
な
指

導
を
受
け
、
参
加
者
は
選
手
の

言
葉
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
取

り
組
み
ま
し
た
。

姉
妹
町 

錦
江
町
よ
り

　
　
　
　
　
　

訪
問
団
が
来
島

与
論
町
議
会
と
の
交
流
事
業
及
び

所
管
事
務
調
査
の
た
め

　

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
練
習
で
は
、

宮
本
選
手
が
参
加
者
ひ
と
り
ひ

と
り
に
対
し
て
投
球
。
プ
ロ
が

投
げ
る
球
に
緊
張
し
つ
つ
も
真

剣
な
面
持
ち
で
挑
み
ま
し
た
。

　

最
後
に
宮
本
選
手
は
、
「
こ

う
い
っ
た
離
島
で
は
、
対
戦
相

手
が
い
な
い
こ
と
な
ど
、
難
し

い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
難
し
い
か
ら
こ
そ
達

成
し
た
時
の
喜
び
は
大
き
い
は

ず
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

と
子
ど
も
達
に
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

　

宮
本
選
手
、
村
田
選
手
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

ふ
れ
あ
い
野
球
教
室
開
催 

東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ

宮
本
選
手
・
村
田
選
手
が
与
論
島
に
や
っ
て
き
た
！

交流会にて挨拶をされる
楠元錦江町長

　

与
論
町
と
姉
妹
町
で

あ
る
錦
江
町
か
ら
、
与

論
町
議
会
と
の
交
流
事

業
及
び
所
管
事
務
調
査

の
た
め
、
楠
元
錦
江
町

長
を
は
じ
め
と
す
る
、

錦
江
町
議
員
、
関
係
者

の
方
々
20
名
が
、
１
月

13
日
与
論
島
に
来
島
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
行
は
到
着
後
、
所

管
事
務
調
査
、
意
見
交

換
会
の
後
、
町
内
の
事

業
所
・
施
設
な
ど
を
視

察
。
同
日
夜
に
は
中
央

公
民
館
に
お
い
て
、
錦

江
町
・
与
論
町
姉
妹
町

交
流
会
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
、
お
互
い
の
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　錦江町とは、昭和 44 年６月

７日に姉妹盟約を結んだ旧田

代町との交流の歴史を経て、

旧田代町が合併により錦江町

として生まれ変わったことを

受け、盤山入植 60 周年に当た

る平成 18 年、37 年前の姉妹盟

約締結と同じ６月７日を選ん

で、新たな姉妹町盟約を締結

し、お互いの交流を図ってい

ます。

錦江町と与論町
姉妹都市交流の歩み

　

文
化
財
防
火
デ
ー
は
、

文
化
財
を
火
災
・
震
災
な

ど
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、

昭
和
24
年
に
法
隆
寺
金
堂

壁
画
が
焼
損
し
た
１
月
26

日
を
中
心
と
し
て
全
国
的

に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

与
論
町
に
お
い
て
も
、

１
月
23
日
与
論
城
跡
に
て

防
火
訓
練
が
行
わ
れ
、
与

論
町
消
防
団
員
、
沖
永
良

部
消
防
署
与
論
分
遣
所
職

員
、
与
論
町
指
定
文
化
財

の
所
有
者
な
ど
の
関
係
者

に
加
え
、
地
域
住
民
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
も
集
ま

り
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
、
初
期
消

火
訓
練
や
文
化
財
施
設
が

出
火
し
た
場
合
を
想
定
し

た
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
消
火
器
の
使
い
方
の

指
導
を
受
け
、
初
期
消
火

の
訓
練
に
真
剣
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

第
57
回
文
化
財
防
火
デ
ー　

防
火
訓
練
を
実
施

文
化
財
を
火
災
・
震
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
ろ
う

１
月
23
日　

与
論
城
跡
に
て

　

旧
防
災
行
政
無
線
戸
別

受
信
機
の
老
朽
化
、
修
理

費
の
増
嵩
に
伴
い
、
こ
の

度
、
新
し
い
戸
別
受
信
機

の
配
布
が
、
１
月
24
日
か

ら
始
ま
り
、
最
初
の
申
請

者
の
方
に
、
南
町
長
か
ら

戸
別
受
信
機
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
23
年
１
月

１
日
現
在
、
与
論
町
の
住

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
方
で
、
世
帯
主
を

対
象
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

配
布
し
た
戸
別
受
信
機

は
町
の
備
品
と
な
り
ま
す
。

個
々
の
責
任
で
、
適
正
な

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

防
災
行
政
無
線　

戸
別
受
信
機
を
配
布

旧
戸
別
受
信
機
の
老
朽
化
、
修
理
費
の
増
嵩
に
伴
い

１
月
24
日　

各
公
民
館
に
て

地
域
住
民
集
ま
り
、
ハ
ミ
ゴ
ー
遊
び

太
鼓
に
三
味
線
、
一
重
一
瓶
で
に
ぎ
や
か
に

２
月
９
日　

ハ
ミ
ゴ
ー
に
て

　

旧
暦
の
１
月
７
日
に
当
た
る

こ
の
日
、
地
域
住
民
の
方
の
呼

び
か
け
で
、
ハ
ミ
ゴ
ー
遊
び
が

再
現
さ
れ
ま
し
た
。

　

美
し
い
紬
を
ま
と
い
、
太
鼓
・

三
味
線
、
一
重
一
瓶
を
片
手
に

集
ま
っ
た
面
々
は
、
日
没
の
時

間
ま
で
、
唄
や
踊
り
に
興
じ
、

ハ
ミ
ゴ
ー
遊
び
で
、
楽
し
い
一

時
を
す
ご
し
ま
し
た
。

　

ハ
ミ
ゴ
ー
遊
び
と
は
、
そ
の

昔
、
旧
正
月
５
日
よ
り
３
日
間
、

島
の
若
者
た
ち
が
集
ま
っ
た
一

大
遊
興
で
す
。

　

若
い
男
女
は
晴
着
を
着
て
太

鼓
、
三
味
線
で
唄
・
踊
り
を
楽

し
み
、
一
重
一
瓶
で
酒
宴
を
し

た
り
、
子
ど
も
達
は
く
い
打
ち
、

凧
揚
げ
な
ど
を
競
い
合
い
、
十

五
夜
踊
り
と
並
ぶ
島
民
の
楽
し

み
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

　

日
華
事
変
以
後
、
一
時
途
絶

え
て
い
た
ハ
ミ
ゴ
ー
遊
び
は
、

現
在
、
地
域
の
方
を
中
心
に
伝

承
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
月
13
日

１
月
16
日　

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て


